
基本理念

　　事業運営体制の整備を図り、高齢社会及び多様なニーズに対応できるよう努力し、地域社会

　に貢献するとともに、私たち自身も地域の方と成長し共に満足を得る。

基本方針

　１．高齢者及び療養者の家庭における療養生活を支援し、心身の機能回復を目指します。

　２．最期まで住み慣れた地域で穏やかに過ごせるように関わります。

　訪問看護ステーションの質の向上に努め、安定したサービスを提供する訪問看護ステーションの質の向上に努め、安定したサービスを提供する

　自己評価を行い、知識・質の向上を図り、意欲や向上心が湧く職場を作る自己評価を行い、知識・質の向上を図り、意欲や向上心が湧く職場を作る

１.事業計画

（１）質の高いサービス提供が継続的に行える、職場の組織つくり

　　①　利用者数、訪問回数等を考慮した人材確保

　　②　外部研修やＳ－ＱＵＥ訪問看護研修参加等での知識・質の向上

　　③　職員の健康（災害・感染対策、ハラスメント対策等）を守るための体制強化と教育

　　④　ＩＣＴ化による業務の合理化　（電子カルテ化のためのタブレット導入検討）

　　⑤　ＢＣＰ、感染対策、虐待防止、事業運営委員会の定期開催

　　⑥　実習の受け入れと看護の魅力を伝えることによる後進看護師の確保

（２）ＡＣＰを活用した満足感を得られる在宅看護支援

　　①　研修参加による看護知識習得と技術強化（ＡＣＰ、自己決定支援研修受講）

　　②　多職種との情報共有と協働にて自宅看取り支援が行える。

（３）地域包括ケアシステム体制への協働

　　①　研修参加による看護知識習得と技術強化(認知症対応力向上研修の受講）

　　②　高齢者が安心して生活できる地域ケアシステム組織への積極的な参加

　　③　ＪＡ吉田総合病院緩和ケア認定看護師看護研究への協力

２.研修計画

　趣　　旨

　　　介護保険・医療保険制度運営の要となるよう、職員に対し継続的に研修を実施し、必要な

　　知識・技能を習得することを目的とする。個々の職員の経験、知識等を考慮し、新人・現任

　　・全体の研修を設ける。それぞれが直面している問題を把握し、実際のサービスや施策を踏

　　まえた研修を実施、積極的な研修会参加を促す。

（１）職員研修

　　①　2026年度Ｓ－ＱＵＥ訪問看護・介護ケア講座、研修プログラムの実施

　　②　訪問看護財団、看護協会、ステーション協議会主催研修受講

　　③　外部講師依頼：医療機器、緩和ケア、感染、リハビリ等

（２）新規採用者研修  

　　①　就業規則と業務上の注意事項

　　②　感染対策と事故防止

　　③　防災対策

　　④　接遇研修

　　⑤　実地研修（同行訪問）

　　⑥　常勤新任教育は、看護協会や訪問看護財団の訪問看護基礎講座を受講

３.今後の課題

　職場環境整備

　　　全国的に看護師不足状況のなか、当ステーションは介護、子育て世代の看護師が活躍でき
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　　る職場である。家庭の役割を果たしながら、現場では看護師として看護力を十分に発揮でき

　　るよう、勤務時間の調整、休暇の確保が必要であり、また、それをフォローする職員が過重

　　労働にならないための人員確保と業務改善が課題である。今後、人員確保とＩＣＴ（電子カ

　　ルテ）化を進めることで、課題を克服できるような人員配置と業務の効率的化をはかり、利

　　用者にかかわる時間を十分に確保できる事業を継続していきたい。また、ＩＣＴ化は地域連

　　携に活用していくことで多職種との連携強化と質の向上も期待できるため、整備後はさらに

　　地域に貢献できるよう努めたい。

　　　当ステーションは、現在月に3～12人の新規受け入れを行い、年間約10件の在宅看取りを支

　　援している。職員は、訪問看護師経験５年以上が９割以上従事しており、精神疾患、末期が

　　ん患者、難病疾患、在宅看取り、小児疾患と、地域ニーズに対応した多種多様な在宅看護を

　　受け入れている。今後も、職員がもつ看護力を十分に発揮できる職場を目指し、地域に根差

　　した在宅看護を提供できる組織として成長し続けたい。


